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偏 見 と ． ・ 独 断 (6) 

「なせ自分の独断と偏見を得意そうに書くのてすか」 「大学をけなしたり、学者をけなしたりして

本当に独断と偏見としかいえない。 そこから何が生まれるというのてすか」と、他人（ひと）に言われ

た。 なるほどそう言われれば私（こは、社会的に評価の高い職業人に対して独断と偏見がありそうに、 自

分でも思う。わずかな自分の経験てしかなく、 またそれらの人々のことをよく知っている訳でもない

（理解している訳でもない）。 やはりこれは独断と偏見てしかないのでは、と思う。しかしまた同時に

仕方のない事だなあ、 と思．ったりする。 なぜかといえば、独断と偏見を持たずにいい齢まで生きてきた

人はいないと思っているからである。 （これも独断と偏見？）先月もウチのカアチャンが、英会話を始

めようかと思っているというのを聞き、 「くだらん事はやめとけ」と言って、 「それは独断と偏見だ」

としかられた。 そういえば、私には英語というものに対して偏見があるように思う。もう1 0年以上も

前の話だが、大学院の入試で面接の折、担当の教授に「筆記試験の君の英語はなっていないな」 「これ

から大学院て学問をしようとするものは、英語ができなければどうしょうもない」 「英語の論文くらい

書けるように勉強しろ」 「外国へ出かけていって対等に会話くらい出来なくてはいけない」とくどくど

と言われ、みじめな思いをした事がある。人並みの院生になるために英会話でもやろうかと、深刻に考

えたこともあった。 だが、 その教授がその後、私が用事があって金沢市内のある場所へ行くと言ったら

ゃ「●こはやめておけ、朝鮮人がいて、行ったら何をされるかわからない」と言われたことも、 同時に思い

出す。 その当時は、幾分おかしいなあと思いながらも、 「そんなものなのかなあ」とも思い、 別に文句：

言わなかった。

英語の論文も書けず、英会話もできないのは、院生として恥しい、 また朝鮮人は戦養がなく乱暴て

あるという考え方が、自分の心のどこかにあったのだろうと思う。 これが本当の
．
“偏見 ’' であったと思

う。 それ故に今は、 「英語の論文・・・・・・」と言ってる人間に、 「欧米志向型」の人間に、 ロクな奴はい

ない、 という独断と偏見を持っているのである。 しかし、 同じ ＂独断” ど偏見” でも、 中味がちがうと
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いう事を言いたいのである。金持が「貧乏人にはロクな奴がいない」というのとはちがうという事

てある。社長が組合に偏見を持つのと、組合員が社長に億見をす§つのと：：、これもちがうという事を

言いたいのである。ここが判ってもらえないと、私の ＂独断と偏見 ’'の意味がまったくな〈なるの

である（つまらない、 判り切った説明をしているような気もするが）。 つまらないついて（こ、もう

ひとつ解釈をつけておこう。私があえて、力の弱い者が強い者に対して、 独断と．億見を強調するのは

は、私自身にまだ、．己が強者になりたく、弱い者に対して偏見を持とうとする心があるからだろう

と思う。 （一 生フラフラしながら生きていくだろうが） 力の強い者の偏見と独断は力の弱い者の

生活をおびやかすが、力の弱い者の独断と偏見は力の強い者の自尊心を傷つける。 それがおもしろ

い所てあり、私のねらいである。 一 番こわいのは、イイ年令をしながら私にはどちらの独断と1扁見

もない、と思っている人間てある。そんな人は力の55い者の声（あえて独断と偏見と言おう）を無

視してきただけのものであり、 独断と偏見＋無視、そこからはいかなる新しい人間関係も生れてこ

ないのである。 力の弱い者は、 独断と偏見て｀ 力の強い者を跳発し、 向うが「独断と偏見てものを言

ってもらっては困る」と言ってきたら、•そこから会話が生れてくる様に思う。

（半仙半魚）
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SP盤 を恥い て現在の ス テ レ オ に つい て 思うと

沢 田 精
●9 

学生 こ んにちは。今日はs p 盤を聞かせてくれるというのて、・いさんて来ました。あっ、 こ

れがそうですか。古いわりにはきれ いてすね。

マニア きれいなのしか買わないもんね。まあ、 さっそくかけてみるか。 （と、 何やらシンフ

オニ ーを か ける）

学生 う一ん。これが5 0 年前の音 ですか。信じられないな。迫力はLPよりあるんじゃな

いてすか。

マニア だから、 おれは前から言ってたろ。•SPの方がいいって。だいいちね 、SPってのは、
o: ・ ．．

針圧 200 グラムかけても、だいじょうぷなの。L pは3グラムくらいて限度でしょう。

`’もの ” がちがうんてすよ。 ビニー ルじゃねえ。シエラックでなくちゃ．

学生 どうしてSPはすたれちゃったんてしょうね。

マニア SPに入っている音をちゃんと出してくれる装置は、ものすごく高くて、きわめて少

なか ったの 。なにせ家が買えたものね。それから、 音が段々よくなっていくというように 、

オ ー デイオ1が進歩してき たんじゃないの。君だってSPの音は悪いと、聞いて初めてわか
. . ' 

ることなのに 、思いこんていたてしょ。だいたいこういうことは、レコード会社・メーカ

ーの薔冷てなるんだよね。LPがで e たとき、SPより音が悪くて亮れなかったんだから。

学生 じゃあ、 どうして・・・・・・

マニ7 SPを何枚か持ってい·くと、L pをそれだけ値引きして亮り1こだしたとか、 LPを亮

るのは大変だったの さ。だけど、 s p にも欠点はあって、片面5分しか録音てきないんだ。

L pは 20 分以上も入れることができるからね。それと原料が不足してきたとかいう．ヽ ・ 音
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の良し悪しとは直接関係ないところで、ダメになっていったんだ。

学生 です・けれど、SPはたしか20血 ー 2 0 KHzまて、ちゃんと緑音て・ きなかったてし

とう。これはLP （こなって初めて可能に

マニア それは時代とともに録音の機械が良くなっててきたことてしょう。それに2 0 Hz -

20紅!zなんて、どこで1士入れてきたの。

学生 これは要するに、人間の耳に聞こえる周波数のことてすよ。だから、この範囲がきちん

．と再生されなければと、高名な人が言ったことだと聞いていますが。

マニア

学生

マニア

学生．．

マニア

じやあね、君、スピ ー カ ー から2 0 Hzの音聞いたことあ
・・
る。2 0 KHzも。

スピー カ ー からは演秦しか聞きません。2 o· i-lzの音なんて、聞いたことありませんよ。

そうでしょ。それてさっきの s pの音、高音不足してた。低音足りなかった。

いいえ。

だったらいいの。本当はね、再生てはそんなに高音も低音もいらないの。耳はちゃん

と闇いちゃうもんね。•それよりだいじなのは、音の質ですよ。 （といって、今度は普通の

ステレォ・レコ ードをかける）

学生• これが、レコードの音ですよ。

マニア あっ、そう、そうね。だったらこのよ・うにしたら。 （とい｀って、右だけ音をだす）

学生 ものたりないですね。
．． ．

マニア というのは、ステレオは2本スビ ー カ ー を使って、やっとさ→•さの SP と同じ音が出

せるわけ、不経済だね。それで
・

（といっで、右の音を大きくし、ややあって、同じ音量で

左右が出るよう
雫

に、スイッチを切りかえ）今度はどうですか。

学生 右から出ていたのと、左右のとては、左右の方が広がって聞こえますが、それ以外にち

よっとちがいますね。
•. ·.'·: ;  

マニア （うれしそうに）ステレオのときの方が音がにこるみたいでしょ。これはね、結局、

学生

ステレオの音というのは空気中で合成するからなんですよ。長く聞いていると疲れてくる ・

．、9 、`ゞ·さ,,,.栢．． ．．．
の。だから、ステレオというのは生理的にも良くないの。

9 ．:
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マニア ステレオの音は、虚偉なの。虚像て成功•したのは、ステレオだけ。T V、映画、写真、

すべてモノ、実像てず。ステレオカメラというのがあったけど、 すぐすたれちゃったてし

よう。モノにはかなわないんですよ。実像にはね。

学生 （うなづくだけ）

マニア なまなましいといいますがねー、ステ・レオの形容として。
、
けどなま演奏っ

・
モノなの

ょ。ピアノ1台あったら、そこからしか聞えないてしょ。それてどうして2本もスピーカ

ー 使うの。おかしいてしょ。ステレオの良さってのは、音がなまなましいとい・うのじゃな

くて、演奏された楽器の周りの音場を、それ ら．しく聞かせるのに都合が良かっただけ なん

てすよ。広がりができてね。

学生 （何となく同意できかねる表情）

マニア だから、いいたいのは、安く金使ってステレオ聞きたい なんて思わないて、モノで聞

くぺきなんです。その分、うんと質のいいスピーカーに注ぎこむんてす。費用半分ですむ

でしょ。良い音 なんて、昔から金伎って道楽した者がやっとて きるかという類いのことな

んだもの。

学生 じやあ、貧乏人はダメだということてすか。

マニア• そんなこといってないよ。実際のピアノの音と全く同じ音をスピーカー から出そうと

・思ったら、 一 生かかるんですよ。 あれやこれやとね。ステレオのレコ ー ド を再生する装置

が安く出来るのは、そのことだけはいいの。だけど、モノにこだわっているのは、例えば

ステレオにはこういうことがあるてしょう。六畳の部屋に左右スピーカー を置くと、何人

の人がちゃんとステレオの音を聞けると思う。

学生 よく2つのスピーカーを底辺とした、正三角形で閣けといいますね。何人かなあ。2~

3 人 ってところかな。

マニア 3人は聞け ないんじゃない。友だち4~5人来て 、酒飲んだりしてレコ ー ド聞くとい

ったら大変よ。端の人の聞いてる音なんて、ステレオじゃなくてモ／になってますよ。ど

っちかの音聞こえないもの。初めからモノだったら、その部屋にいるだれもが、同質の音

を聞けるでしょう。
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学生 だけどね、 ステレオ装置というのは、 一 人静かに聞くもんじゃないですか。 だからこそ

レコ ー ドが売れてきたし ．、 そうだからこそレコードてのみ自己を表現する演奏家が出て来

たわけだしね。

マニア ステレオはね、 そういう bけて個人的てあり抹他的なの c それて・売れ•てきたわけだし、

使う人間をそ．の ように追いやるわけ。 だから、何となくステレオにはひっかかるのよ ·:0•

学生 これはまった＜個人の趣味の問題てすよ ., ·理屈であれこれいってもしょうがないんじゃ

ないてすか。 だれかに実害を与えるわけでもないし。

マニア そうよ、 まさに主観的てしかないからこそ、 いってみたくなるの。 自分の感覚て何か

しら筋が通っているのは、 どこかて理屈をとおせるんじゃないの，， そうじゃないかなあ。

学生 （笑）
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．魚 陸9こ 上 る (7) 

一魚 か ら 人 間 ま・て の 歴 史ー一

奥 野 良 之 助

3 アリストテレスからダーウインまて（読） ．

特別付録：生 物 学 論 争

＂付録’'というものは、たいていいちばん後についている。 「魚陸1こ上る」も、いよし‘よ付

録がつくようになったから、やっとおしまいだな、と、ほっとされた続者もおられることだろう。

ても、 ＂付録ハ最食二付ケルベキ事” などという法律があるわけじゃなし、まん中につけたって

一向にかまわないてはないか。第一、ここて終っては、まだ「急が陵に上」っていない。いや、

その前に、まだ魚が出来ていなかった。ないものを上らすことは、いかな独紋会長といえども、

少々難しい ．
· . ' . . 

さて 、 ＂生物学論争 ’'といっても、近ごろの学会あたりて、 「お言葉を返すようてすが」な

どとやーてる、ふやけた諭争ではない。時は 1 8 3 .  年、ところは花の都バリ、フランス革命以

来 30 数年、フランス、ひいてはヨ ー ロッパの生物学界に帝王の如く君臨しつづけた、かの偉大

なるジl!Iルジュ ・ キュウ”イエの襦威に、新勢力のチャンピオン、若き、といってもそう若くはな

いけれど、ジョフロウ・サンチレ ー ルが、その学問的生命をかけていどんだ、世界的 ＂大論争 ”

のことてある。 80 歳をこした老ゲーテがこの論争に興味を持ち、注視していたという話を、ず

いぶん前にどこかで続み、あちこちでしゃべり、この論文の中でもたしか一度書いたと思うが、

この間、・一度確かめておかずばなるまいと学問的良心をおこし、エッカ ー マンの「ゲーテとの対

記」 （岩波文庫）なる本を買いこ・んで当ってみたのだが、そんなこと何も書いてなかった 。． たま
. •.こ,.. .

に 学問的良心を目ざめさせるとこうだから、意欲がそがれてしまう。
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キュウ ”イエの好歎手ラマルクは 、し かし、その2年前の1 8 2 8年に世を去っていた。そし

て、さしもの年ュウ ＂ イエも．老い、この饒争の2年後に、ラマルクの後を追うことになる。あの世

ても相変らずケンカしたのかどうか、私はまだ行ったことがないので、よう
・

わからない。北終的

にキュウ'’イエの権威を打ち倒すチャ-lレスダーウインは、このとき2 1殿のたくましき弯年とな

り、大学をさぽって鉄砲射ちにこっていたが、次の年にはピ ー グル号に乗って世界一周の茄に出

ることになっている。フランスが生物学会を支配した時代がおわり、イギリスがそれにとってか

わろうとし ている，そういう時代てあった。

ところで、キュウ ”イエとサンチレ ールとは、いかなる問題（こついて諭争したのてぁろうか。

キュウ ’'ィエは神による生物の創造をと なえ、ラマルクは進化諭を観いていた。サンチレールはラ

マルクを支持していたのだから、当然そこ ては、生物の進化をめぐる大論争がくりひろげられた

にちがいない、と、皆さんが想像されるのは自由であり、私も別に止めるつもりはない。私も実

はそう 思っていた。 ても、事実はまったく違うのてある。サンチレールとキュウ’'イエとは、ウ

マがイカに化けるかどうか、について、大激論をたたかわせた、というのが真相である。

読者の皆さんはもうお忘れに なったと思うが、というのは、著者の払すら忘れてしまって、

生物学会誌のバックナンバ ー をひっくりかえしてやっと想い出したくらいだからであるが、キュ

ゥ ＂ィエが 動物を4つの大部門に分類したとき、 ＂原型ーなる概念e使ったことを、かつて書いて
•'•'―. •" .... 

おいた（第6号、2 0 9ページ）。それは、自然哲学なる一派の考え方から来ており、いくら勉

強しても私 には理解しがたいので説明するわけにはいかない、ということもすてに書いておいた。
..,も·,•

• ; :.s 

その訊明しがたい原型なる ものが、動物界には4つあり（せきつい ・ 軟体•関節・放射）、その

•
それぞれ

．
の間は完全に切れていて 、移行させる＇ことは不可能てあると、キュウ ’'ィエがのたもうた

 •: :m 

こともすで に●いた。というようなことばかり書いていると、いっそもう一度全文引用した らよ
': 

いではない・かといらいらされる人もいるだろうが、そして冥は私もいらいらしているのだが、同
メ・ ． 

じ一連の文章の・中て、全く同じ文章をくりかえすというようなぶざまな真似は、なせそれがぷざ
·.,·.... ・文．•： : :. •. • ...-?. ; ·: •• 

•まなのかはよくわから ないにしても、誇り高き私のなしうる業てはない。ここは統者にしんぼう

、、さ： ｀ : :,. ·..- 、 .. 9· ••「.5•. ;-. • ••こ・．
、していただくほかはない。その原型の基覆は、動物にとって最も重賽だと思われる神経系と消化

管の位置関係てあったことも、すてに書い た。 .:. ·
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実は、打倒キュウ’'イエをめざすエチェンヌ ・ ジョフロ・ワ・サシチレ ー ルは、この点に目をつ

けたのてある。つまり、キュウ”イエが、まったく原型が異なり、したがって移行不可能であると

した、別々の大部門からそれぞれ動物をえらび、 一方からもう 一 方へ移行させてしまえば、さし

ものキュウ’'イエの体系も、一 挙に崩壊するてあろう。キュウ ” イエの息の根を止めることができ

るのである。

そこでサンチレ ー ルは、弟子に相談した。自分でやれ（か‘いものを、弟子なんかにやらそう

とするから失敗するのであって、この伝統はいまだに学界に伝わっているから、学者というもの

は性懲りのないものだ と思うが、弟子の方も弟子の方て、これも現在までゆるぎなく伝来してい

るけれども、大先生の気に入るような1つの学説をてっち上げた。これぞ、ウマをイカに化けさ

せる法である。ウマはせきつい動物門、イカは軟体動物門だから、うまく化けさせれば、キュウ”

イエはふるえ上る。そううまくはいかなかったのだけれど。

イカはタコとともに、頭足類というグルー プにはいっている。なぜタコとイカを頭足類とい

うか。彼らの足は、頭から生えているからてある。その昔、私が神戸の水族館につとめていたこ

ろ、小学生を集めて、自作のスラ，イドを見せ、 「科学教室」と銘ぅって、こともあろうに ＂科学

知識の普及” につとめていたことがある。小学生にクコのスライドを見せ、ハチマキをする部分

を指して、 「ここは何だ」ときくと、たいてい「頭」という。これはきわめて撻全てあって、ハ

チマキは頭にまくものである。胴にまけばハラマキという。ヒザにまいたらサポー ク ー と横文字

になる。そこで次に、 「ては胴体はどこにある」と、意地の悪い質問をする。小学生たちは、か

わいそうに、はたと困ってしまう。

ところて、何年か前、 「教師聖職者論」なるものをとなえた 一 派がいた。教師という職は、

そこらのサラリーマンや大工や用務員やと違って、子供の教育という崇高な仕事にたずさわる

＂聖職” だから、ストライキなどという下品なことをしてはいけない、という論てある。文部省

がつくった理論かいなと思っていたら、言い出したのは共産党だということを知って、たまげた。

もっとも、そのころの私は、水族館の魚に餌をやるのが仕事であり、教育 ．といえば、組合の交渉

で館長さんを教育していた程度だったから、大して被害は受けずにすんだ。この館長さんという

人がまた、大変ユニー クな方であって、たとえば、600ポルトもの高電圧の電気を発生するデノ
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キウナギという魚がいるが、その、気がいかに強力．てあるかを駁明するのに、こんな話：なされる

.'. ． のが常てあった．. 
「デ法ウナギを約9ている祝砂*がありまっしゃ ・ん。；．るのホには気Cヽつけなあきまへんて．

前に、この水をバケツに入れて運んていた飼育係の男が、••ころんだことがありましてなぁ。その

ホをかぶったとたん、感竜しよりましてん。」

・我々飼育係！1鯰長さんに 、． rたとえ話として は良く出来て公すけど、本気て言うたらあきま

へんて」と、かねがね注意していたのだが、緒長さんは真面目．であって、とうとう•ラジオてその

詑を放送してしまった。·「こ•んな館長をいただいていては、はずかしくて町も歩けない」と、我

々は、声高に';)し合いながら、街を歩いたものて•ある。

こんな誌もある。当時、日本の水族鯰ては、イルカを飼う ことが流行って いた。我らが水族

鱚もイルカを飼わなけ れば、一流から二流三流におちてしまう。もっとも、地のホ族”0)真似泣

創造性のかたまりてあった当時の我々にてきるはずはない。私は、飼育係全員の期待を一身に集

めて、早速、イルカをはじめ、アザラシ、アシカ、オットセイ、それにゾウアザラシ、セイウチ

・からカワウソ、ラッコにいたるまて、ありとあらゆる海のケモノを飼育する、一 大海駄鱚を設計

・
し、館長さん に御進講申．：し上げた。

・

・
「イ＇カのプールに1さ、5•メートルのと ＇ころ にガラスがはいる こと になってますけど、そん

'な深いところて持つガラス、ないんとちゃいますか」

「たしかに それが、いちばんむずかしいんてすわ。それが無理や·ったら、ガラスの位崖をも

う少し上へ上げてもいいんですけど」

·: !「私、前から思うてましたんやけど．．． 水槽の かっこうをこないして
＇

、こ
＇
1

.::. へガラーはめたら

水圧かかれへんのとちゃいますかJ.

と言いながら、鯰長さんは1枚のスケッチを書い

.、 た。

f:........... ? これて、なんて圧力がかか
 . 

りまへんのや？」
,. .

「ホ糟の謳をこうやってとがらしたら、ホ圧は
.
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全部、そのとがったとこへ集まりまっしゃろ」と鵡長さんは、水圧の矢印をすぺてそこへ集中す

る。

「むむ・・・・・・・・？ ！」

なるほど、こんな手があったか、と、人に思わすの に十分てある。もらろん実際は、何しろ

相手が変幻自在の水圧のことだから、そううまくはいかない。ところが、このような独創的な所

諭をきかされた私は、戟意を失なってひき下ってきたものだから、世界一の海猷鮨11、遂に陽の

目を見ずに終ってしまった。餃計料というものは、建築賓の1割が相場だといぅことてある。こ

の海獣館は3 0億円かかる計画であった。私は神戸市に、3億円貸したままになっている。

， 貸したままと言えば、実は私は芥都大学にも金を貸している。牙ムが学生のときてあった。史

上希にみる巨大な台鳥が紀伊水道を北上し、大阪を経て京都をおそうという予報が出た。この台

風1がたし か9 0 Dミリバールを切っていたから、相当なものてらる。何とか博士のおせっかいて

焼かれずにすんだ京都の街には、古ぼけた家が多い。家と妻子を持つ先生万l;t、まだ：ひる油ぎだ

というのにみんな帰ってしまったが、あわれをとどめたのは、そのB宿直に当っていた先生てぁ

る。その点、，学生の私たちは気楽なもので、私と、
．
私の唯一の同紐生てある水原という男、余駿

だが、 この男の話をしはじめると、また 4~5 号分かかると思うのて詈り愛しておくが、．ともかく

その男と2人て、みじめな状況にあったその先生に、その8の宿iiを代わって もいいよ、と甲し

入れた。その先生大いに喜び、 「学生に宿直さセるのは違法やから、私が宿っ•たことにしておく

けど、宿直料は必らず払うから、たのむて」と、いそいそ御帰宅になった。

かくて私たちは雄々しくも、史上最大の台風から京大理学部動物学教室を守ることになった

のてある。もっとも、紀伊半島に上陸
・
した台鳥は、陸上の長旅にくたびれたのか、京衝＾界．．たと

きには並みくらいになっていた。それても我々は教室内を巡回し、窓を閉め忘れていたある教投 ．

の軍．も水没から守ったりして、活躍したのてある。ところが、にもかかわらず·；その先生はぷ宿直

料を私たちに払うのを忘れてしまった。 かくて私たちは、京都大学に対して3 6 0円の債権をい

まだに有しているというわけてある。

ここまてくれば、何がどうしてそうなるのか、払にもわからぬけれど、止むを得ない。もう

ひとつ、私が金を貸している話をしておこう。今崖の相手は、9ムのいる金沢大学当局てある。9 な
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ぜ私が金大に金を貸すことになったか、｛こついてはヽ深い深い事滑があるのてあってくそれを記

しはじめると、またとめどがつかなくなるのだけれど、ペンというものは走り出すと止まらない

ものである。何となれば、 「ペンは剣より強Jいから、剣より弱い私に、支配できるはずはなか

ろう。

ことの起こりは、いつぞや野良氏が「大学学」て書いていた、非常勤職員
’

の問題にある。こ

の非常勁諏員は、金沢大学に200人もいて、全職嵐の1割をこしているのだが、
・

正規稼員と全

同じ、週44時間働いている。仕事の内容も伺じて、たとえば珪学部の学生係に
・

いる人などは、

学生に出す単位の処理をすべてやっている。大学教育とは、つづめてしまえば、学生に単心；を出

すことてあって、なせそうなのかと言い出すとまた収拾がつかなくなるのてこの際信じていただ

きたいのだが、したがってこの非常動諏員は、大学教育そのものを支えているとも言える仕事を

しているのである。こんな ＂非常勤’'、つまり臨時暦いがいるだろうか。さすがに文部省もはず

かしかったのか、 ｀＇常勤的非常動販員 ” と呼ぶようになった。これは、言葉目身が矛盾していて

＂文部省 ’'たるものが使う言葉てはないのだが、その点ははずかしくないらしい。ついでに言う

と、この4月から国家公務員にも過休2日制がひかれることになった。といっても、4週間に1

回、土曜日が休みになる（これを重々しく4週5休制という）だけの話だが、はじめ、これに非

常勤職員は含めない、と言っていた。すると、正規諏員は週43時間動務、非常動珈嵐は44時

間勤務となって、正規職員の方が ＂非常勤” になってしまう。それては正規職員の誇りが許さな

い、と思ったのかどうか、これはすぐに含めることで落着した。

落着しなかったのは、非常動諏員の給与支給日の変更である。我々正規職員は総料をその月

の1 7日にもらうことになっている。ところが、非常勤職員の給料は、翌月の7日にならなけれ

ばもらえない。これは不合理だから、同じ8にせよ、とかねて組合は要求していた＂ずると、大

学当局は、ようやく同じ1 7日に支総したいと言ってきたのである。珍しくものわかりがいいな

と思ってよくきいてみたら、同じ1 7日といっても、翌月の1 7 Bてあった。さらに108．もお

くらせて、実に1か月おくれにしてしまおうというのてある。これだから、 ＂大学” のやること

は疑わなくてはならない。何でも、大染のコンピュ ー クーがはいつて、非常動を含めた全諏員の

給料計葎を一度にできるようになったから、そうしたのだという。
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折悪しく、私は 教職員組合の役員になったば かりであった。そこで、かわいい非常勤諏員の

ために、 走り回わされるこ とになった。といっても、走り回わ るよりも、座ってしゃべ？ていた

時間の方がはるか に 長い。理学部の事務長や 学部長は簡単に 言い負かした。次に、大学本部まて

出かけていって、人 事課長に財務部長、それに庶務部長まで言い負かした。その上の事務局長と

学長とは、言い負かせなかった。会ってくれなかったからである。ただ、言い負かしただけて は

勝てないのが組合運動というものである。ストライキはおろかく座り込みひとつ出来ない組合 で

あることは、組合巣よりも管理者の方がよく知っている。何しろ、 ｀｀教師聖職者論’'だものね。

ところが、言い負かして歩いているうちに気が ついたのだが、それまて非常動諏員のために

やっていたつもりなのに、実は私も破害者なのであった。私は理学部の教官だけれど、たのまれ

て 教養部でも講義している。理学部と 教養部とは同じ建物て、だから廊下を少したくさん歩けば

それでよいのだけれど、不思繊なことに<•それだけてちゃん と、講義料を給料の別にくれるので

•ある。同じ金沢大学の教官なのだ から、どこて覇義しようと給料の内だろう、というのは正論て、

私もそう思う が、正論の通らぬところが大学てある；
＇

どうしてつじつまを合わせるかという；、

学長が「教養部非常勤讀師を命ず」という辞令を出す。そしでその時間、ぅ呈学部ては動裕してい

ないように、出勤簿を操作しておく。淫学部の先生が教賽部の構義をすべてやり、教養部の先生

が理学部の翫義を全部受け持てば、••それこそ給料が倍増する。あまりこんなこと書いていると、

仲僧根行政省理庁長官にみつ かって．：、・ 怒られそうだから、この辺て止めておこう。

この学内非常動講師の手当というのが、． 翌月の7日に出でいて、•それもついてに、17 Br：：

おくれることになっていたのてある。給料8 というのは、給料の額とともに、雇用者と雇用され

る 者との間の契約事項てある。それを、何の相談もなしに、雇用者が一方的に変えることは許せ

ない，それまて、たいてい7日にもらいにいくのを忘れて、何度も催足を受けていたことなどタ

ナに上げて、私は給科8変更の通知を断固返上することにした。ところて、同じ理学部の化学科

に、·佐道さ んという助教授がいて、この人のことを書きはじめると、いかに話の長いのが好きな

私でもへきえきしそう だから省略させてもら うが、何しろ、北陸電力の火力発電所をけとばした

人てある。この佐道助教授が、 「おもしろそうやなあ。ワシもやろう」と、同志は2人になった。

． 私たちは178支給を認めないのだから、78にな ると非常勤手当を もらいにいく。 「手当

出てるてしょ。下さい」
．会計係長「いや、出てません。178に出ますから」 「そんな話きいて
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ないし、ウンと言うた憶えもないよ」 「だって、本部からお金が来てないんてすからjそこで、

大学本部まて出かけて、財務邸長にまでインネンをつけた。

1 7 8になると、今阪（i会計係の方から亀話がかかってくる。 「先生、教養の手当出てます

からとりにきて下さい」 「ほくら、7日や·'ったらもらうけど、 1 7 日に出したってもらえへんj

「いらんのてすか」 「いるitど受けとらん」 「どないしたらいいんですか」 「78に払ったらい

いんや」会計係も大変だね。そこて、方法を教えることにした。 「家主がね、店子追い出そうと

思 っ て、家賃を受けとらん場合にね、店子は法務省に供託するという手があるんや。そしたら法

律的に払づたということになって、家賃不払て訴えられても追い出されんてすむ。だから、大学

もぼくら の手当を供託すればいいんやj

こんな ことを3か月やったら、期阪が来て教養部の讀躾がおしまいになった。教養部非常動

紐師をクピ（こなったわけである 。ても、3 か月分の手当は宙に浮いている。 2 人合わせて 1 0 万

円にもなるまいが、それでも会計上の処理はつかない。大学はどうやら、法務省に供託するら し

い。いったいどうなるんでしょうね。 1 つはっきりしているのは、この果敢なる大翻争にもかか

わらず、非常勤職員の 給料は 1 0 8 おくれの 1- 7 日に決まってしまったことである。どうも私は
・ 

ぁちこちに金を貸すくせがあっていけない。借りたことはあまりない。もっとも、働きもせず給

料をもらっているのだから、文部省 から貸してもらっているようなものだ、．という説もある。

話は借金ではなく教育のことであった。私がせっせと館長さんを数9したということてある。

．でも、ふり返ってみると、どうやら教育されたのは私の方てあったらしい。当時の我々は、若く

て理想に燃えていた。 見世物小虚くらいにしか見られていなかった水族館を‘·、博物館なみに、い

やそれ以上の ＂社会教育の殿堂ーに出世させようと、夜も寝ずに 働いた。これは単なる形容句で

はな くて、本当の話である。出来立て のホ族館はあちこちに故澤がおきて、3旦と目ことにまわっ

てくる宿直の夜は、一晩中修理に走りまわらねばならなかった。すで、に書いたとおり、当時の宿

直料は1晩 36 0 円、物価は安かったとはいえ、これだけて労働者を丸一晩こき使ったのだから

神戸市もな？‘なかのすご腕ではあ和逆にいうと、•おとなしくこき伎われていた我々も恥しい話

ーて、これはひとえ に、水族館の格をあげよう、などという崇高な理想1こ燃えていたためてある。
:." `9 . 

崇高な 理想は労働者をダメにする。ナイチンゲ ー ル精神もそうだし、教師聖職者論も同じである。
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1年くらい悪戟苦闘した私たちは、途にくたびれはてて、そ ・して労働者として目覚めた。いった

いだれのために宿直しているのか。水族館の管理責任者である館長さんの貴任逃れのためだけて

はないか。かくてその後1 5年間もつづく「宿直廃止闘争がはじまった。1 5年目に私f;t金決へ

移ったが、半年もたたぬうちに宿直は廃止になったそうてある。・いつも損な役ばかりだが、••それ

でもずいぶんいろいろなことを勉強した。だから私は、宿直代というものは給料てはないという

ことさえ知っている。宿直代は、家を離れて職湯てすごすための、夕食と朝食の実費支給なので

ある。その証拠に、宿直科は出張旅費と同様、収入とは見なされず、したがって税金の対象とは

なっていない。だから宿直は動務てはない。その間、仕事をしてはいけないのてある。・夏目嗽85
• C 

の「坊っちゃん」の中に、宿直中に道後温泉へ出かけていって見つかる話が出てくるが、あれて

よいのてある。蛛石は、宿直の本質を知ーていたにちがいない。

もっとも、館長さんは我々を労働者に教冑しただけてはなかった。 ｀｀役人
’'としても一人前

に仕立てあげてくれた。私たちが何か新しい事をやろうとすると、彼9；；、 「そんなことヽ．．あんた

方に出来ますかいな」といって、必ず反対す・るのてある。出来るものか、と言われたら、反発す

るのが若者の特徴、と思っていたら、このごろの学生はそうてもなくなったらしいのだが、 その

ことはまた後にして、少なくとも当時の若者はそう てあって、反対されればされるだげ、闘志を

燃やしてやってし•まう．oうまくし9かなかったら「それみな はれ」といわれるのがオチだから、こ

ちらも必死で、・・・だがも—たいていうまくいく。そうなるこ
、
とを見越して、わざと館長さんが反対し

たのなら、こくありふれた話であり、とり立てて感心することもないが、我らの館長さんの意図

はそうてはなかった。反対しておくと、うまくいかなかったとき、•.「9ムは止めたんてすけど、若

い人がいうことききまへんてな あ」と責任を逃れる。うまくいくと、神戸市はじめ水族館や博物

鯰界で、自分の成果として発表するのてある。そのときは、私たちのだれ1人、連れていかなか

った。だから私は感心したのてぁら。 ・なる（まど、これが ｀｀役人” というものか。

私が神戸市の役人になることが決まったとき、かつて役人をやったことのある、 ある先輩が

忠告してくれたことがある。

「役人なんかならん方がええて。・役人いうたら、ぬるま湯につかってるようなものて、動か

ずにじっとつかってたらこれほど居心地のえ えものはないが、 ちょっと動く．と寒いし、］波立てた
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ら他の人が文句言うし、とび出したら風邪をひ．凡」

仕事の意欲に燃えて予算を要求すると、たいてい値切られる。考えてみると、予算がつけば

その分仕事しなければならない。といって袷科が増えるわけてはない。予算がっかなければ仕事
・；，ゃ：·

·‘ 

せずともよい。かといって給料が減るわけでもない。 よく考えてみなくても、 どちらが得か、明

らかである。．「別I•こ・予算つけてくれなくてもいいよ。仕事せんでもいいからな」崇高な意欲に燃

えていた若者の0から、こんな言葉が出てくるようになってきた。世の中とは面白いもので、 こ

んなこと言ってたら、 あわてて予算をつけてくれるのである。お役所はこれにかぎる。
`.. -

.，，： 

大学へきてみると、 いい年令をして崇高な意欲に燃えている学者がたくさんいるのて、いさ

さか驚いた。みんな血まなこになって、研究費を増やせ、といっている。研究費が増えればそれ

だけ自分の ｀＇仕事 ’'が増える。研究費がなければ研究てきないのだから、給料もらって遊んてれ

ばよいのにね。

こういう高度なことは、 0で教えても判るものではない。 やはり、 崇高な意欲に水をかけつ

づけねばならない。館長さんは、実に有能な教育者であった。

こうして私は、 「ハチマキをまくところが頭なら、 タコの胴体はどこにあるんや」などと意

地の悪い質問をして、 小学生を困らせて喜ぷといった、教育者に成長したのてある。人間困らな

いと、 自分七考えようとしない。教師は聖職者であったら困る。もっとも、 キリスト教の聖職者

の中には、 ＂魔女＂ を焼き殺した人もいて、 ここまでいくとまた行き過ぎである。ともかく、意

地悪てあることが、教師のいちばん大事な素質であるというのが、私の年来の主張であるが、ま

だだれも窮めてくれない。

ところて、 話はイカやタコの胴体はどこか、ということであった。もちろん、 ふつう頭と思

われているところが胴体てあって、 その中に内臓が全部おさまっている。頭は、 その胴体の下、

目のついている部分がそうて、2つの大きな目の中間に小さな脳がある。この位置関係は、逆さ

にすれば私たちと同じになるが、困るのは、足が頭から生えていることてあって、やはりキュウ'’

イエのいうように、せきつい動物と軟体動物とは、本質的（こちがう、 つまり ｀｀原型’'を異にする

動物だと思わざるをえない。

我らがジョフロワ・サンチレ ー ルは、 この難問をいかに突破して、 両者を同一．の原型にもっ

ていこうとするのであろうか。

ら、,.. .、← •．さ・’•
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左の図を見てほしい。④は、 少々やせすぎては

いるが、 ウマと思ってほしい。このウマの背骨を、

•中央の部分で上の方へ折りまげるcウマには気の奉

・だが、学問の進歩のためだから止むを得ない（＠）。

次に、 こ れも気の毒だけど、首も折りまげて、 内側

～入れる（◎)。 イカにな？たてはないか！ ！

相手が私みたいな、 いい 加減な学者だったら、

なるほど、参った、 て終ったかもしれない。．でも、

相手が悪すぎた。今古東西を通じて最高の実証主義

者、動物の体のことはすみからすみまで知りつくし

ている、かのキュウ'’イエである。 こ のような、 ウマ

が化けそこねたイカなんぞに恐れ入るような御任で

はない。キュウ’'ィエは、 ウマイカの化けの皮を徹底

的にはぎとり、 サンチレ ー ルをノックアウトした。

◎ 

® 

「敵を知り、己を知らば、 百戦危うからず」とは孫

子の兵法てあるが、 こ れては、 「敵を知らず、己も

知らず、百戟危うし」といったところである。 サン

チレ ー ルといえども、歴史に名を残す大動物学者、

どうしたわけだろうか。 あんまりうま
．

＜ウマイカが

できて、 喜び過ぎたのかも知れない。

キュウ ” ィエの論争における勝利と共に、 4原型

説、 つ まり神による「創造税」は、フランスの生物

学界から、 「進化説」を追いはらってしまった。

フランス大革命とともに興隆し、 ラマルク、キュウ ＂

イエ、 サンチレ ー ルと、大立物を次ぎ次ぎと生み出

したフランス生物学会はこうして、栄光の座から降
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り、や｀がてダ ー ウィシのイギリスにゆずっていくのてある。

もっ とも、サンチレー ルも、ウマイカを打ちとられてひっこむようなことはしない。次の8

彼がくり出した新手は、化石のワニてあった。古代から現生まて、ワニ は少しづつ変化し、サン

チレー ルの並ぺた標本は、それこそ｀｀進化＂を実証しているように見えた。実証主義者キュウ”

イエは、さてどうしたか？

彼は、論争を拒否したのてある。おそらくキュウイエは、この問題ての論争に負ける、 と思っ

．たのであろう。せきつい動物の体制を知りぬいている彼にしてみれ ば、他の人以上に、化石ウニ

の変化が、 ｀｀進化 ’'以外に説明の仕様がないことを、理解していたにちがいない。誇り高きキュ

ウ’'イエに、負けるとわかった論争な ど、てきるはずはない。彼は最後の手段、論争拒否をやらざ

るを
・
えなかった。注意しておくが、この 方法はtこれてもてさるというわけではない。諭争拒否は

「権力者」が櫓力を持たないものに対しての み、とれる方法てある。教官が学生に追いつめられ

たときにはやれるが、そしてよくやられているが、学生が教官に追いつめられて、 ＂回答拒否”

をやると、 ＂単位’'がもらえなくなる。

とはいえ、サンチレ ール の攻撃に0を閉ざさざるをえなかったキュウ”イエの心中を思いやる

と、同情すべき点がないてもない。キュウ”イエは、神による生物の創造を実証してナポレオンに．
， ． ．． 

とり入り、次いて復興なったプルポン王朝の信任もとりつけて、フランス生物学界を支配してき

た。皇帝や王様は、神様を好み、進化をt：や がったからてある。しかし、フランス革命て目ざめ

たフランス国民は、以前の絶対王制の ときのょうにおとなしくはない。王制復古したプルボン朝

は、たえず革命のあらし
．
れていた。

：
こし． て、 あたかも同じ 1 9 3 0年、バリは 7 月革命の

さなかにあ ったのである。門寧命派'.'サ． ど．チレールに、 ＂王制派＂ キューウ’'イエが、負iナるわけ に

はいかぬではないか。．．．

生物学論争にキュウ ” イエは勝ちぬいた。レしかし、彼自身は敗北をさ とっていたにちがいない。

櫨力を使っての勝利は、本当に勝った．＇とI��いえない，こずうして彼は、わずかその 2 年後、 1 8 3

2 年Jこ、 まだ若い 63戴て昇天していくのてある。晩年の心的坐舌は、さくばくとしたものでは

ヽ・なかった．ろうか。ーだから＿．、櫨力そ手中にしたときは、あまり大きなことは言わぬ 方がよいのてあ... 9へ ．．
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る。といって、大きなことを言わなくては権力者にはなれないし、世の中というものはかくも矛

盾1こ潟ちている ものなのてある。

4 ダーウインからジグソ ー まて

さて、いよいよダーウインに たどり？いた。ラマルクやキ ー ウ’'ィエてさえこれだけ長かった

のだから、ダ ー ウィンではどうなることかと、皆さんは期待で胸をふくらませているにちがいな

い。ところが、申しわけないが、またしてもここて期待を裏切ることになるのである。なせな ら、

今のところ、・ダーウインについ ていろ いろと物語る気分になれないているからてある。

といっても、奴はダ ー ウインのことを知らないからにちがいない．、などと邪推しないでいた

だきたい。ダーウインについてはたくさんのことを知っている。ビーグル号の航海の後、元気て

たくましかった青年ダーウインが、 一 転しーて病弱となり、死ぬまて持病に1磁まされたのだが、そ

の病気の原因が、南アメリカである種のヒルに血を吸わせて喜んで いたとき、そのヒルの持って

し．：た原虫に感染したためだということまで知っている。しかるになせ書かないか？・・．＇．．．

どうも私には—、・ ダーウインという人 物がもうひとつよく判らないのである。載争中に育つた

せいか、私は人 を、善いか悪いか、の 2 つにわける＜せがある。ウソだと思う人は、いないかも

知れないけ ど、私の書いた「生態学入門」 （創元社）という本を読んでみると判る。古今東西を

通じて、生態学者 を善玉と悪玉にわけて、たいてい悪玉 だけど、書きわけてある。

とこ ろが、ダーウインだけは、善いのか悪い 9のか、良くわからない。学生のころ、渋谷寿夫

とか・徳田御袋とか、意地の悪い、し たがって私の基準ては立派な教育者でおるく先生方が、ダ ー

ウイ·ン、ダーウインと言って持ち上げていたの'(''素直な私は、ダーウインは召玉だ、．と思ぃ込

んてしま った。以来何十年か、数多くの若い人に、ダーウィン善玉説を説ききかしてきたのてあ

る。

ところが最近、といっても もう 1 0 年くらい前のこと．てあるが、ダーウインは悪玉ではない

か、と思いはじめた。善い、と思って続めば、何が書いてあっても善く見える。悪い、と思って

読めば、どんなことても悪く感じる。よし、ひとつ、徹底的にダーウインのアラ探しをして決着

をつけよう、と思い立ったのが、3年前の年の暮れ、ダーウインに関する私の持っている本のす

3 3.9. 



． ． べてを我が家に持ち帰り、正月休みをフルに使って勉強しよう、と固く決心した。

コクツにはいって、モツアルトをききながら、バッハだったかな、まぁそれはどちらでも良

いが、1冊目を読んでいると、大学へ行ってる私の息子が帰ってきた。見ると、大きな箱を持っ

ている。

「オヤジ、これおもろいで。ち．ょ．っとやらへんか」

「いま、重大な勉強してるんやから、遊んてるヒマない」

「何や、たま（こ息子が帰ってき・たいうのに、冷たいなあ。これ、ほんまにおもろいんやで」

「どうせまた．、ゲー ムかなんか、オモチャやろ」

「これはなあ、ジグソ ー パズルいうてなあ•.....」

ジグソ ー パズルというのは、•1枚の絵をたくさんの破片にしてあって、それをまた組み立て

るだけという、単純を絵にかいたような遊びである。たまには息子の顔も立でてやらずばなるま

いか。と思ったのが運のつきであった。

この単なるハメ絵が、何ともすさまじい魔力を持っていたのてある。理性は失なわれ、意地

だけがのこり、完成した時は正月の朝がきていた。そして私自身は、本を読む ・どころか、＜たび

れ果てていたのである。それ以来、ジグゾーバズル1 O O 0ピースを仕上げるのが、9' 我が家の慣

例となった。すでに 3 枚の絵が完成しているが、その代わり、ダ ー ウインの本は、ほこりをかぶ

たままになっている。

というわけて、ダーウインが善玉か悪玉か、まだ決まらない。だからまだ書けない。てもあ

せることはない。この連載は、息子にひきついてもらわねぱならぬほどつづける予定だから、そ

のう・ちどちらかに決めて、その時書くことにしょう。 「ところで」という接続t可をひとつ入れた

ら、どこててもはじめられるのだから気楽である。

•かくで、アリストテレスにはじまった系統分類学の歴史は、これで終る。といっても、安心
·..,: ., 

、するのはまだ早い。何しろ魚もまだてきていないのだから、前途はモウモウとして、私にも見え

ない.o
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8 * 生 活 と 政 治

一政 治 へ の か か わ．
． り

1981·4·14 

加 ・展 喜 代 志

(1) 

今日私に 与えられましたテーマについては（別に私が与えたわけてはない 一ー 会表）、

多くの方々につぎのような実感があるのてはないかと思います。そのひとつは、政治と 8 常生

活とのかかわりが希薄てあるということ、この場合の政治とは主として政策決定過程を意味し
. ,` . 

ているでしょう。もうひとつは逆にヽ両者の関係が密接であるということ、この場合の政治は

主として政策実施過程ならびにその結果ヽ影響を意味しているてしょう。このふたつの一 見相

反する実感はともに、決して見当ちがいのものでは ありません。今日のテーマに即していいま

．ずと、後者の意味て政治と日常生活との関係は密接であるだけに 、前者の意味での両者の希薄
．．．． 

な関係をどのように克服し密接なものにしていくか、つまりわたくしたち個々人がどのように

.. 
政治にかかわるかということになりましょう。

ロッキ ー ド事件や先ほどの国会での強行採決、改めて利権政治を暴露した千葉県知事念書

問題、東京都小金井市長の女性同伴出張問題での居直り、このような一般市民にと
・

っては理解
•  

し難い、また市民無視の「密室Jての政治劇が日常茶飯事のごとくにくりかえされていること．

3 4 ·1 



は皆さんのよく知っておられるとおり・てす。にもかかわらず、かれらによって決定された政策

は少なからずわたくしたちの生活を左右するのですから、とりわけそれによって害をこおむる

人に とっ．てはたいへん迷惑なことです。しかも形式的には民主的手．続きを経た として、その政

策の正当性をおしつけられるのですから腹がたちます。しかし腹をたてても、いっこうに事懸

がよくならず、腹をたてるだけ損だ として政治一般への無関心が増大してきました。もちろん

同時に、政治ないし政治家への不信・軽べつも増大してきました。

密室政治、国民・市民無視の政治に たいするこのような不｛言と無関心が、選挙の際に棄権

としてないし浮動票として、選挙結果になんらかの好ましい影響を及ぽすのてあれば、つまり

批判として作用すればまだよ いのてすが、いったん選挙力（終れば、その不信や無関心は政治の

舞台にほとんど反映されなくなってしまうのが実態です。不信と無関心は現状においては、政

治の独走を許すことになってしまう恐れが多いにあるということです。500年前のイクリア

て活躍したマキアウ ’'工•，')という政治家は、楕力者が政治をおこなう際に避けなければならな

いこと として、 人民から軽べつや憎悪を抱かれないこと、 逆に 人民が権力者にたいして恐怖心

を抱くようにすることをあげていますが、8本の為政者は、日本人の特性（たとえば ＂権利意

織の弱さ＝お上への黙従’')からして政治への不信が危険なほどに軽ぺつさらには憎悪へと転

化しないだ ろうとみているようにも思われます。いな転化しないうちにソ連脅威論をふりまい

て、外国（ソ連）軍隊の．i曼略への恐怖心をあおり、（公安）警察力を強化してわたくしたちの

一挙手一投足を監視し、政治への不信を吸収してしまおう とやっきになっているというぺきて

しょう。国内の政治的社会的統合がおもわしくいかない時に国民の目を外に向けるのは、古今

東西の為政者がよくとる政策てす。

それてはわた（したちが主櫓者として、 8常生活においてどのように政 治へかかわること

がてきるのか、あるいはかかわるぺきなのか、というきわめて重要かつ困難な問題がつぎにの

べなければならない問題となるわけてすが、その前に、以上のふたつの実感を生みだすここ2
·s •. 

0年ほどの政治経済的な背景および日本人の精神構造のありようについて、かんたん にのべさ

せていただきたいと思います。
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(1) ー政 党（自 民党）．による長期政権があげられるで．しょう。政権のたらいまわしにみら

れるように、国民の意志は無視され、密室政治が槙行してきました。この長期政楕！ユ一方て、詫

制度を中央集権的方向へと改革し 一ー 教育、警察、地方自治制度、独禁法等—-.、他方て

は、・政治資金を「全総」や「新全総」に代表 される国土開発政策によって確保．す·
·ることによっ

て、その命を維持してきました。その過程＾て、 一部有力者（政治家・資本家）主導の政治が・一

般化し、利権政治が当然のものと思われるような風潮がつくりだされていきました．＇o．野党も一

部を除けば、表向き それ を批判は し てきたものの、実質的には黙認するか、それに仔頂乗してき

たということを指摘しておくべきてしょう。中央集権体制の整備によって当然、地方:-'の政治も

同じような体質をもつようになっでいきました。三割自治といわれて久し い ですガ1、補助金、

交付金行政 の浸透によって、憲法第8章にうたわれた地方自治は名ばかりのものになり、地方

自治体は国の出先讚関と化してしまったかのようです。その一例として、地方自治体 の高級官

僚9：：省庁からの出向者が数多くいるということがあげられるてしょう。こうして多くの地方自

治体は自分の事を自分て決め自分で行なうという自主性を奪われ、ある いは失ってしまったよ

うに思われます 。それに輪を かけるかのように国民の多くは、 「所得倍増」という 政治スロー

ガンに魅惑されて、わき目もふらず働き、不正の追及をおこたり、・手iJ櫓政治の横行に、少くと

も客観的に手を貸す ことになってしまったといえない でしようか5

(2) 政冶（家）と一般国民とのがかわりが希薄になっただけ 、•'.:....部有力者を支える官僚と

官僚機構 の重要性が増してい きました。補助金行政に典型的にみられるように、政策立案から'.

実施に いたるまて の実質的な櫂限を官僚がもつようになってい きました。官僚による「行政指

導」は、今や世界的に通用する政治学・行政学の専門用語とさえなっています。官僚の力の増

大を示す別の指標とし
＂
ては、行政改革が常に骨抜きに され、官僚棟構が肥大化 するばかりであ

ることがあげられる でしょう。補助金整理を閣嘉了解し
・
ヤも実質的には、その1ギ数も金額も減

らず、今回の予算案ても金額 の上 では上まわつ
’
て：いるありさまてす。(-1 4兆 5 千但円） •それ

は許認可権を軸とする行政檜限強化にき わめて有効な手段だからてず。吟回の
＇
第2次臨時行政

・

調査会での土光氏の手腕9：：期待が寄せられているなうです が
．

、一私どしてはあまり実効に期待は',
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もてません。それがかなりできた時には、結局筋者にしわよせがいくような改革としててしょ

う。

官僚や財界主脳は．、二度の石油ショックを乗り切ったのは自分たちの危機への対応がよか

ったからだと自負し自信を深めている ようてすが、国民の犠牲（首切り合理化、労働強化等）

の上に国家＝大企業が生きのびて、真Iコ国家といえるのでしょうか。わたくしたちの実質賃金

が、最近の公的発表数字ても近年にないことてすが、目減りしているのに、大企業の収益はい

つにな（高く、80年9月期の利益は前3月期と比べ4 3. 3％の増益て、内部留保は1年間

て1兆円も増えでいるのです。•このような事実を背さんはどうお考えになるてしょうか．o・・日本

が企業国家といわれる所似は、··ひとつにこのような事実がある からです。

以上を要約しますと、政治の行政化ないしは行政の政治にたいする優位がますます頸着に

なってきたということてす。この点についてもう少しのべておきたいと思います。

わたくしたちの日常生活は私的個人的努力だけては向上させられません。孤立して生きて

いるわけでな く、他人との関係のなかて、っ•まり分業と協業のなかて生活しているわけですか

ら、＇私的な8常生活のなかにも常に公的な領域がみいだされることはいうまてもありません。

＇今8ては社会の拡大によって公的傾域も広く、何が「公益」かわかりにくくなっています。し

かしだからといって、 一 部有力者のみが「公益」なるものを担っている、ある．いは担いうると

考える必凄はありません。いうまでもな くわたくしたちが政治社会の一員となっているのは、

個人ては解決しえない様々な公的問題をなんらかの共同意志の形成によって解決しようとする

ためです。

ぐ個人の日常生活をより快的で安全なものにしていくということを起点にして政治を考える:,.

のは民主主義政治の基本てすから、百僚の力の増大＝政治の行政化
・
はつきのふたつの点からぷ

寸碑があかます．。ひとつは政治と行政との関係です。「政治とは「社会の藷個人・藷集団ぢ
‘

妻求（な•：しゞじ利害）そ結集し、その調整（ないし組織化ー一晨協を想起一ー）を通じて、

ある公共性をもった政策体系としで、それらの要求に政治的表現を与えると同時に、議会のよ

うな
｀

公認の制度的手続きを通過させて、政策に正当性を与えるための活動」を意味します。也

て 行政 とはその政策の実施を担当するものにヤゼないのです。政治が主人で行政はその召使い·
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であるといえます。ところが現実はその逆になっているのてす。選拳によってではなく、つ ま

り国民の信託をうることによってではなく、試験に合格することによって、その後 は身分を保

障された官僚は、たとえ自分の立案した政策が、 一 応民主主義的手続きを経てつくられたもの

てあっ ても、その結果にたい・する責任を負う主体とはなれません。•それはまさに政治家にして

はじめてなれることです。だからこ そ行政＝官僚は貴任主体となりうる政治（家）に従属して

いるべきなのてす。政治の行政化という事態には、国民の意志が軽視・無視されがちて、政治

家や国会の機能が空どう化されてしまう危険性を多分に伴い ます。 国会は官僚が用意したもの

を慨式的に審繰する様関に堕してうるという印象を少なからぬ人々がもっているといって過言

ではありません。アメ．リカ繊会とは対照的に、・（自民党政権下の）わが国の議会は予算修正を

極度にきらうのをみていると、なんのために国会 て審蟻しているのかわからなくなることがし

ばしばあるわけです。そうさせないためには、もちろん議員の自覚と勉強を求めなけ．ればな ．り

ませんが、同時にわたくしたち自身が議員や官僚のすること、したいことを監視し
・

ぐ積極的に'·

発言し、妻求をだしていくことが必妻です。行政複構の肥大化は財政悪化をもたらすのみなら

ず、縦割行政、セクシsナリズムのために、政策の合理性や正当性の欠除、行政の効果低下を

もたらすことは明らかてす。役所てたらいまわしにされた方もおられることでしょう。この点

は日本に限らない現代国家一般のもつ問題てもあります。

政治の行政化のもうひとつの
‘

問題点は、公共性とか公益、国益といわれるものはなにかと

いうことです。官僚は、政治を介しであるいは直接に、さまざまな利害集団（圧力団体）から

の要求に左右されな がらも、自ら立案する政策には公共性の観点が貫かれていると主張するて

しょう。情報を独占的に利用しうるかれらは、確かにさまざまな情報を駆伎してく公益を実現

すぺき政策立案の位置（こいるかもしれません。しかしその位置にいるからといっ て、必ず．しも

公共性のあるいいかえれば社会のさまざまな利害集団（こたいして中立または公平な政策が．つく

られ実施されるとはいえませんし、今まてそうされで
”

きたとはいい難い。 なせなら行政は、自

らが存立している現在の秩序、ワク組の中で、その秩序、ワク組を支えている主人公．（大企業）

の利益に根本的に反した形ては行動しえないからてす。中立または公平てなかった証拠／こ、高

四済成長期後の公害をはじめ深刻な社会問題の発生と•それにたいヤる住良（市良）‘の反対運
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動があります。官僚はある点で有能かもしれませんが、必ずしも国民の多くにとって正当なも

のをつくりだすとはいえません。そこのところを自覚せず、8本人の伝統的精神構造によりか

かっ
・
て、．「お上」のいうこと、

・
やることが公益なのだとおごりたかぶられて困るのは国民の方

てす。われわれ国民も「お上Jをその ようにみてきたわけてすから、反省しなければなりませ

んが。

政治家や官僚が一方的におしつける「公共性」「公益」なるものは 、独断と偏見に溝ちた

公共性の観念てして、民主主義政治においては、政治主体である国民の個々の意志が正当な過

程を経て、あるひとつの意志に収れんされたときに、公共性が成立するのです。さらにそれが

現実に実行され、個々の意志に反した事態が生じた場合には、公共性は喪失するか減退するの

です。つまり公共性とは、考え方としては、初のから個人を超越して存在したり、「お上」ゃ

一部有力者の手のなかに のみ存在するのてはなく．、個々人の意志のつきあわせたなかから現わ

れでてくるものなのてす。

わたくしたちの8常生活は、意織すると否とにかかわらず、郵便貯金のグリーン・カード

制や総背零号制への指向！こみられますように 、行政の網の目のなかにくみこまれ管理されてい

ます。警察や役所へいけば鵞くばかりです。張りめぐらされ た網からの がれることは至難のわ

ざであるばかりか、「公益」を犯すものとして「 非国民」的扱いをされか ねません。また原子

力発電所や火力発電所の建設に反対するこ．とはいかなる理由があろうと「 国策」に反対するも

のとして、それには国家権力と電力資本さらには自治体の非難と弾圧が用意されていることは、

たとえば新潟やこの能登の例て知っておられると思い土す。反対（こ、その綱からのがれること

をせず｀そのような網のなかで安住し、あるいは管理に慣らされると人は、 後てふれま・すよう

な惹度も手伝って、おざなりに事を済ましてなんら疑問を感じないようになりかね ません。大

学を含めて教師の かなりの部分がそうてす。それが「校内暴力」の 発生原因の ひとつであるこ

とは十分考えられます。以上ふたつの点について官僚機構肥大化の問題、政治の行政化の問題

をのべました。

(3) 高度成長1.:,よっ．て物質的生活は確かに以前より向上し、＇生活様式や価値観も多様化し

たといえるてしょう。·しかし高度成長の後遺症と••しての公害問題や過密過疎（都市と晨村）の·
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問姐がわた＜したちの生活をおびやかすまでになってしまいました。．にもかかわらず、ど の 政

党もこのような国民の多様な要求や問題解決にたいして十分な対応ができなかったわけてす。

自分の所得倍増にわき目もふらず働いた国民は徐々に、自分の生活をおびやか・しつつある問題

を無視しえなくなり、日常生活と政治 との密接な関係にいやおうなく気づいていくことになり

ます。住民運動がそれを象徴しています。これについてはすぐ後でのぺたいと思います。

(4) 最後に、日本の政治を規定するひとつの大きな要因として、権力ないし「公」にたい

する国民の怒度をとりあげましょう。な：ぜ日常生活と政治との間に距離があるのか、あるいは

そう感じさせるのか。それは先ほどいいましたように、為政者＝権力者＝ぉ上が「公」を独占

し、臣民たる国民は私心をすててそれにつか えることが当然という教育勅語の積神＝滅私奉公

（破私立公）、忠君愛国的な考え方が依然として根強く残っているからでしょう。また寄らば

大樹の陰とか、長いものにはまか れろとかいう積威主義的態度は、個人の処世術として、立身

出世にとっては有効かもしれません。確かにこれは管理するものにとっては利用価値の高いも

のてす。し かし人はこの態度によって権力濫用をチエックすることができなくなります。それ

どころか、そのおこぼれでもい いからと期待して、その不当性に目をつぷることになりかねま

せん。こうして、たとえば利櫓政治を許容し、権力＝お上の決めたことが、その決め方と決め

た内容の如何にかかわらず、唯一公共性をもっているのだという、公共性のおしつけをおしつ

けと感ずることなく、当然のこととしてそれに黙従していくことになうてしまうのてす。そし

てそうしてい（うちに自ら、政治社会の腐敗堕落に手を貸すこ とになるのです。政治家や資本

家 ばかりてなく、国民もまた、権力は国民のものてあっ て、国民代表（政治家）のものでない

という近代的な公櫓力ヘの自覚が乏しいために、公私の混同や公権力の私権力化がおこなわれ

やすいのてしょう。なせ自覚が乏しいかについてはここてお話しする余裕は残念ながらありま

せんが、明治天皇制国家以来、たたきこまれてきた臣民意諏が払抒口さ れていないことだけい

っておくことにし ます。権力の独走／こ拍車をかける，ものとして、既成事実にたいする心理的堕

性ないし翁さとてもいうような態度があります。無理を通して道理をひっこめ 、いつ のまにか

無理を道理 にすりかえてしまう ということをわたくしたちは、少なくとも結果としては認めて

きたといわなければならないてしょう。日本人は流れ（；さおをさすのではなく、つぎつきとな

りゆく事態の勢いに身を委ねる精神構造を古来からもっているのだということは、たとえば丸
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山真男さんという政治学者が「歴史意織の古層」という長大な論説のなかて学問的に展開され

ていますが、それは克服されなけ ればならない態度の ひとってあると思います。丸山さんはそ

れを宿命論的に とらえてい るとか、あるいはそれを克服せねばならぬとか、・結諭めいたことは

そこではい っておりませんが、ゎ・た くしは後者が丸山さんのいいたかったことてはない かと考

えています。

以上政治と8常生活とのかかわり について、相反するふたつの実感とその政治経済的背景

ならびに 人々の態度をお話ししてきましたが、その基詞は、戟後8本の政治過程は戦後の憲法

に示され た 民主主義の政治理念（平和主義、主権在民、•基本的人権、三権分立等）からかなり

それてい て、部分的にはその理念とは反するものもみら れるという否定的なものてした。その

こと自体まちがっているとは思いませんが、それだけてはことの半分しかのべていないことに

なってしまいますので、今8のテー マ．を念頭におきながら 、民主主義政治にとってい くらか希

望を抱ける、ーというか抱きたいと顛う肯定的側面にお話 を進めていきた いと思います。それは

先 ほど ちょっとふれました住民運動てす。ここでは住民運動と市民運動とは区別しないて、前

者に統一しておきまず。

住民運動 が全国的に歩員発する ようになったのは、おおきくいえば 全国総合開発計画によっ

てまず産業基盤繁傭が優先され生活基盤整備が後まわしか、ほとんど なされなかった結果によ

るといえます。この計画は、民間資本とくに大資本のために中央省庁の机の上で作成されたも

ので、した がって地方自治体や住民の意向をあまり配慮せずに作成されたものといえます。こ

の計画の実施によってとくに節産都市ーに指定された地域、そのなかてもとりわけ太平洋ペルト

地帯ておきたさまざまな深刻な公害、都市と晨村の隔差拡大を助長する過密過疎等々、生活破

壇的な状態に耐えかねた住民が告発＝異議申し立でとい った行動にたちあがりました。これは

政治的にみれば、民主主義政治の形健哀化＝議会制民主主義の空どう化への警鐘．てあるだけでな

く、そこへ直接民主主義を対置することによらて・、その形貴亥化・空どう化を防ごうとしたもの

として評価てきるものです。また最近の運動めなかには、当初住民運勧一般がもってい た、ひ • 

きおこされた害にたいする反対、そti,'':t':結東として
．

の害の除去という受け身的性格から脱して、

害 をひきおこさないよ
‘

うはじめから計菖k政策立案時点に積極的に参加していくという、文字
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通りの直接民主主義的性格をもつ ように発展した運動が数多くみられるようにな りました。町

つく りにも、官製のものだけてなく住民自らの手づくりのものもあちこちてみられます。わた

くしが5年前まで住んていました東京都町田市ては、市民が積極的に生活環境改善、環境づく

りに参加しています。そのような「下からの運動Jが生まれ育っている自治体の多くは、 70

年代前半についiいえば、いわゆる革新首長を擁していました。保守政党も無視できず、 70

年代後半にはそれを自らの政策にとりこまざるをえなくな るほどてあったわけです。なせなら、

住民運動や住民の行政への参加を無視・軽視していたの ては選挙に勝てなくなってきたからで

す。＇とばし
・

ヽいましてもこの2 • 3年の 保守化の強い傾向の な かで、参加も空どう化され＇、公害

への反省もどこへやら、環境アセスメント抜きの強引な大開発や本四架溝のように工事着工の

た
＇·めには環撓基準の引き下げもやるという乱開発の波が再来し、軍革ヒのひびきも加わって、ぅ

すら寒い季節となってしまいました。住民運動一般についでは、政党や労働絹合運動との関係

等お話しすべきことがまだあるのですが、最後にここで、運動の主体の側から住民運動をみて

おきたいと思います。

70 年の「公害国会」に象徴されますように、高度成長のひずみがいたるところて続出し、

汚職列島は同時に、公害列島ともなってしまいました。自分の生活を少してもよくしたいとい

うことで、人々は一所懸命働き、確かに所得も増えました。それ故、はじめの うちは自分に直

接ふりか かる少々の公害にはがまんもてきたし、またいつ かは自分の身にふりかかる恐れのあ

る公害にはみてみぬふりもして すますことができました。他方では内心、皐くだれ かこの公害

をなくしてくれないかと他力本顛的に待ち望んていたと思いとすが、だれも卒先してそれにと

りくむ人が現われてきません。それも当然のことて、日常生活におわれている人々が自分の仕

事と並行して住民運動やそれに類似した行動をおこ
’

ずことは非常にしんどいことてす 。自分の

8々の仕事においてさえ、 な にか新しいことをやるの は苦漏と危険を覚悟しないとできない場

合がし
・
ばしばありますし、伝統的思考様式、生活様式が強く支配している地域では、とかく白

眼視されがちで、他の人々との共同行動を望むことさえ不可能に近いとなれば ｀． そう簡単にふ

りか かった火の粉を払うわ けにもしヽかなくなります。 そうこうしているうちに火の粉は火事を

おこし、とりかえしの
・

つかない程の損害へと広がってしまい、よう やく重い腰をあげて、その
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ような状態を告発し、行政や企業等に具議を申し立てる ようになっていったわけてす。もちろ

んそのような火の粉がふりかかることを予想して、事前に自らの手て調査し学誓し、行政や企

業の計画や調査のずさんさを指摘し、匹8市や水はのような悲惨な公害を免れた人々は、すで

に6 0年代前半にもおりました。その よい例が静岡県の三島・沼津のコンピナート誘置反対の

住民運動てす。これはその後の住民運動に多くの教訓を残しています。最近出版された宮本憲

ー教授編集の「沼津住民運動の歩み」 （日本放送出版協会）にその闘いの模様が、多くの運動

参加者自身によって籍られていますのて一読をおすすめ します。

60年代後半から70年イや初めにかけてのいわば受け身的住民運動にみられるような、せ

っぱつまったところてようやく問題椿決に動きだす対応のおくれ を非難するつもりは毛頭あり

ませ ん。それどころか、個人としては非常に弱い存在である人間が、権利意繊も低く、それを

強化することは今なお社会一般としては、うさんくさく思われ、あまつさえ非難さえされかね

ない風土のなかで、また自分の生涯が自分の働'`‘ ている企業と一体になっているために、行政

や企業がおよぼす社会的害悪を告発しにくいだけに、主体的に行動をおこすこと自体、評価に

• i直すると思います。自分の生活防衛のためとはいえ、最初の異議申し立て人は、このような風

土においてはしば・しば 、村八分的孤立状態におちいる危険を冒さなくてはならないからです。

生活（こ根ざしたこの種の行動は、基本的人権を尊重していく民主 主義政治にとって大切な第一

歩てす。憲法1 2条には「この憲法が国民に保障する自由及権利は、国民の不断の努力によっ

て、これを保持しなければならない」とかかれています。人権は憲法にかいてあるから何も し

なくても保障されると思 ったら大きなまちがいです。憲法はそのことを明記して、わたく した

ちに「不断の努力」を妻求しているのです。遅れば せながら国民は、住民運動やそれに類似し

た行動を通じて、 自らの「健康て文化的な最低限度の生活を営む」生存の「権利」を確保しよ

うと、社会的レウ ”エルて努力をはじめたのです。このような憲法規定をもたない明治・大正の

時にすて（こ、
•
そのような行動をとった人々がいることをつけ加えておきま しょう。谷中村を体

をはって鉱毒の被害から救おうとした田中正造のこ．とを知っておられる方も多いこと・てしょう。

多く’ の人々の血のにじむような生活防衛の闘いがつみ重って、人権が確かなものになっていく

ことは歴史が示すとおりてす。
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ー時流行した雹菜こ「連帯を求めて孤立を恐れず」というのがおりますが、住民返動にも

あてはまる言葉だと思います。皆が動きだすまでは自分•も動きださないというのが日本人の行

動惑式の特徴のひとつといわれていますが、これは個人の権利窓織の希薄さ、自律性のなさを

示しているものといえましょう。個人の権利意識を確立している人は、他の人もそうてあるべ
. _,..,.... . 

きだし、あるはずだと考えますから、自分の権利を一方的に主張することはしないてしょうし、

てきないでしょう。つまり自已規制ができる人というのは、そのような権利意識をもっている

人であるといえます。利己的人間と異なる重要な点です。個人主義を利己主羨と等置する人や

そのような風土においては、民主主義は育ちょうもなく、無政府になり、歴史が教えるところ

ては、それは専制政治をよびおこすことになってしまいます。逆に皆が権利意織をもたずある

いはそれを忌避するような風土であれば、これまた同じような政治を招来させることになるて

しょう。

「ふたりのために世界はあるの」というのは歌の題名だったと思いますが、今いったよう

な人々の社会てあれば、これはたちまち「日本（ないし国家）のために世界はあるの」と権力
.. . .' .心

者はいいかえてしまうてしょう。しかしわたくしたちは是非、 「ふたりのために世界はあるの」

から出発して「みんなのために世界はあるの」に到達するよう、個人の権利意識のこう揚と、

したがって他人の権利の尊重・承認に努め、そこからどうやって相互に最大限の権利行使が可

能か、いいかえれば公共性＝公益をみいだすこ．とがてきるかを考えていくことが大切であると

思います。
: :•”、

これはもたれあいやもちつもたれっといったぬるま湯的な人間関係と同質のものではあり

ませんからく昔ながらの地域共同体（町内会とか部落会などの組織体）ての生活様式に慣れ親

しんてきた人々にとっては、苦痛でいたずらに人々の間にいがみあいをつくりだすだけのもの

かもしれません。基本的に地縁関係にもとづいて生活している人々のなかに、いまさらこのよ

うな異質と思われる人間関係をもちこむことを強詞しますのは、すでにお話ししてきたことか

らいくらかてもご理解いただけたかと思いますが、わたくしたちの生活や価値観が多様化しt

現代ては、個人あっての地域という考え方を無視するわけにはいかないと考えるからでォ。そ

れとは逆の地域あっての世帯、事業所という考え方の支配的なところでは、その地域のさまざ

まな目にみえるあるいは目にみえない「統制」 「規制」が作用するし、さらには自発的に地域
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に同調させようという強力で陰湿な潜在的拘束力が作用するのが普通てしょう。そのことは、

その 地域組織体に同調している限りは感じられないのが普通て、地域や組織の意向に反して、

何か異議申し立て行動をおこしたときに強烈に意織されるあるいはさせられるものであろうと

思います。全国各地の住民運動のなかにはそのような例がいくらてもみられます。熊本や新潟

の水復病の患者さんの苦痛は、病気の苦痛ばかりてはないのてす。被爆者がそうであったよう

に7叫羨病の患者：んも奇病とまでいわれた病気（こかかったことを長いあいだかくしていなけれ

ばならなかったのです。そ れは地域（のみ ならず企業や行政もそうです）の人々か ら白眼視さ

れ忌避されることをこの人たちはよく知っていたからです。

住民運動には、異質なものを排除しようとする排他的性格をもち、草の根保守主義の温床

であったこのような地域共同体のなかから、それと闘いながら生れた運動が少なくなく、草の

根民主主義の成長へひとつの大きな希望を抱かせてきたといえます。草の根保守主義の土壌に

草の根民主主義の種をまくのは容易てないことはすでにお話ししましたし、わたくしも金沢へ

来てから、教育の問題に少しかかわって、あらためて痛感しています。そのような種まきをす

るようになったきっかけは、受忍限度を越えた生活侵害の事実や恐れが外から 一方的に与えら

れたことだと思いますが、そのまいた種を育てかりとる しぶとさは、地域共同体のもうひとつ

の特性としての成員の助け合い、連帯感情による団結の強さから説明できる ように思います。

もちろんいずれの場合も、行動の過程ての権利意織の自覚がその強さを補うでしょう。原発銹

置等で地域共同体が不幸にも真二つに分裂させられてしまう例が最近目立ちますが、分裂させ

られた 集団のそれぞれの団結力の強さ（とくに反対側の強さ）は、わたくしのような根なし草

的人間には想像もできないほどのもののように思われますcトクサの住民にその 一例をみる思

いがするのですが、皆さん は・いかがお考えてしょうか。もちろん「種まき」と「かりとり」の

作業は、以上のようなせっばつまったところで、また地域共同体の連帯感情によってのみはじ

められ展開されたということは十分正確ではなく、その作業はまた、人々の権利意諏の自覚や

作業の過程でのそれへの自覚•こう揚によって補強されることはいうまでもないと思います。

人間は孤立して生きていけない以上、ある集団を形成して生きていくわけですが、それは

なにも地縁的血緑的なものに限る必要はない わけで、その時代によりよく生きていくに適した

集団の形成への不断の 試みこそが必要であり重要であると思います。そのような試みを伝統的
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な共同体的な思考によって忌避ないし否定するならば、 わた ・くしはそのような人々や地域の思

考や行動を忌避ないし否定せざるをえません。そのような思考や行動は決して伝統を現代に生

かすものではないと思います。伝統的な地域共同体的組織（町内会、部落会等）の強いところ

ては、それがもつ否定的側面てある「共同体規制」 （和を第一とする）と他の共同体成員に対．

する排他性とを排し、それがもつ肯定的側面である「自治」と「連帯性」とを生かし、さら1.::.

それを他の地域へも及ぼして、より開かれ3た地域社会へとその組織体を再構成していくことが．

望しいと私は考えています。：

以上、日常生活と政治とのかかわりについて、住民運動を中心にお話ししてまいりました。

要するに、 日常の私的生活のなかての 一見ささいな問題も、しばしば多くの人たちに関係があ

る問題であり、 その問題の解決なくしてはよりよい生活を享受できないような場合が今後いっ

そう増えると予想されます。 そのような現代社会においてぐ仕事が忙しいからといって、 それ

らの問題を他の人の手に委ねてしまうのてはな
．
＜ 』、 できるだけ自らそれらにとりくむ姿勢を個

々の人がもつことが大切だと思います。この点では自由時間にめぐまれている主婦は、全日制

市民として積極的に、地域づくり、町づくりに参加しやすい立場にあります。実際多くの住民

運動において主婦が活躍しております。このことは女性の地位の向上にとっても有益だと思い

ます。 他方定時制市民である主人もそのような主婦の足をひっぱることなく、協力していくこ

とを望みたいと思います。 ご静聴ありがとうございました。

付 ． 記

本稿は、1 9 8 1年3月1 4日に門前町社会福祉会館七行われました石川県選挙管理委員会と

石川県門前町教育委員会共催の選挙啓発麟座における講演原稿に、 当日時間の都合上話せなか

った部分を加えて、補正したものです。
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雷 の 所 ・ 賓

小 □ 助・教 授

櫓

この冬の金沢は大雪てあった。富山や憎井にくらべると少なかったが、それでも沢山降った。

私のように表日本育ちの人間には想像てきないほど大量の雷が、現実に空から落ちてくるのだか

ら、どうにも信じられない話である。もうひとつ信じられないのは、家も車も電車も埋めつくす

雪のたい積の中て、人間だけは 埋まらずに、乎常通りに仕事していることてあった。サラリーマ

ンは 出動し、 大工さんは家を違てていた。仕事しなければ食えないから当然ではないか、などと

いうなかれ。わずか 5 センチ雪が 積っただけ で全市マヒする、どこかの町とはちがうのである。

さて、私の家には小さいながら庭が ある。そこにもみるみる雷が積って、庭を見上げなくて

はならないことになった。軒近くまで積 み上っているから、せまし、庭の奥さえ見えない。もちろ

ん、立ち入ることなどてきるはずはない。そのころ、東隣りの家の人に出合ったら、 「ウチの屋

根の雪がお宅の庭へ落ちてすみません」とあやまられた。雷国では、こういうことてよくケンカ

になるということを聞いていたし、何しろ庭がどうなっているのか見えないものだから、 「いえ

いえ、お互い さまですから、お気づかいな・く」などと、調子よく応対しておいた。 2 、 38 後に

今度は東隣りの家の人が、 「ウチの庭の雪がお宅の方へはいって、ご迷惑おか けしています」

「いえいえ、お互いさま てずから、お気づかいなく」

さし もの口もやっと降り止み；だんだんとけて減り出した。もとはホだから、暖かくなると

勝手になくなってしまうことになっている。この点便利だが 、とけでなくなるものを、スコップ

てあちこちへ運ばな ければならぬのはしゃくにさわるものではある。我が家の庭の雪も、 少し力さ

が減って、見通しがきくようになった。そして鵞いた。東隣りの家の皇根は私の家の庭へ向って

傾斜していて、すぺて落ちてくるようになっている。西隣りの家にある庭はごく小さくて、屋根
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の雪が落ちると、境界のへいをこえて、大量にあふれてくる c なるほど、これては隣家の人があ

や孟るのも無理はない、と気がついた時はもうおそかった。 「お気づかいなく」と言ってしまっ

た後だからである。

そのうち、妙なことに気がついた。自分の所有地の上に天から降ってきたものは、私の所有

となるはずである。隣の家に降った雪は、隣の人の所有物てあって、私が勝手（こ処分してしまっ

ては申しわけない。それどころか、．窃盗の罪に問われる．ことになろう。そこで隣の家に、 「もし

もし、お宅の雪が私のところに落ちていますから、お返しします。ひき、とりに来て下さい」と知シ

せにいくのが、法律的に正しい処置となる。もっとも、おそらくだれも、雪の所有褐など主張し

ないだろうから、ひきとりに来ないだろう。

•しかし、もし雪の所有権を主張する者がいれば、その人はすべての雪をひきとる義務を持つ

ことになり、雪害対策は 一挙に片がつく。だれかいないかな。

世の中よくしたものて、実はそれが見つかった。ある日の新聞（こ、次のような記事が出てい

たのてある＂

「今年の大雷て、山にどっさり営が積り、水力発電の増加て石油が大いに節約できる。その

額は実に6 0億円と推定され、北陸電力はニコニコ」

ようし、来年の冬、雹が少しても降ったら、 「ひきとりに来い」と北陸電力1こ甲しこんて

やるそ！
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くく 績 集 局 だ よ り ＞＞

纏集局長：やっと 出ましたね。もうつぷれたのかと思ってました。

会長：棘誌が出ないからいうて、 ＂編集局長” が「もうつぷれたんとちゃうか」とは、 どうい

うこと や！出んのは君の責任や ないか。

局長：そんなこといったって、ー ぼく、何もしてませんから判るはずないてすよ。第一、 するユ：

ありませんしね。何しろ「無審査・無修正・無責任」ですから。

会長：．＂長” というものは、 何にもせんでも、責任だけはもつもんや。会長が無責任な のは会

則にうとうてあるから仕様が ないけど、編集局長までそんな無責任やったら、会が成りた

たんやないか。

局長：こともあろうに、会長からそんな文句をきかされるとは思わなかった なあ。 まあ、何は

ともあれ、賽1 0号が出たからええ やないですか。それにしても、赤字に なったといえば

すぐ会費が沢山集まって、たちまち黒字に な ったのに、・1年1号しか出さ ない のては、少

々申し訳ないてすね。

会：そら原稿書かな んだ会員の責任や。とはいっても、前の号て、 「赤字 なくそうと思たら

かんたんや。 オレが原稿書かな んだらしま・い や」とい・うたのは2ずかったな 。赤字解消の

ために書かな んだと誤解されそうや。

局：ちがうんですか。そうだと思 ってたけど。

会長：去年の秋から珍しく、滅法忙しかったんや。ほんま や で ．

局：忙しければ忙しいほど原稿は書けるもんや、 ヒマやったら書かれへんと、いつも会長は

豪籍，l,てたじゃないてすか。

会長：ものには限度というものがある。それほど忙しかったんやと思え。

＜編集子・注＞

このあと会長と局長とは相級の上、 会誌が長らく出なかったおわびとして、東京支部会報

「一流学会誌J第4号を、•おま けとしてつけることに意見が一致しました。そうすると、送料
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が上ることには二人とも気がつかなかったようです。後てまた、もめることでしょう。

局長：こんどの号には、新人が2人も投稿しま．したね。． 沢田精ーに加藤喜代志か。ペンネ ー ム

にしたらひねり方が足りませんね。

会長：ペンネ ー ムとちゃうで。2人とも本名やぞ。

局長：へえ ー 、会長以外に本名で出す人あったんですかcオドロキですね。

会長：世の中には、オレ以外にも、真面目な人がいるんや。覚えとけ。
,·..ヽ

局長：真面目は真面目ですね。とくに加藤先生の論文は、久しぶりにアカデミックなもの1こふ

れた感じがしました。会長と大分ちがいますね。

会長：何がちがうんや。加藤さんかて、あんなこと書いてるけど、本人は結構オッチョコチョ

イなんやで。それより、加藤さんといっしょに入会した人て、それこそ真面目を・フロシキ

につつんで背負ってるような先生がいてなあ。この人が投稿したら、 「生物学会誌」はそ

れこそ “学会誌” になってしまいそうなんや。～

局長：だって学会誌なんてすから、いいじゃないてすか。

会長：そういわれたら一 言もない。

会長：君も卒業やなあ。長ぃ間ご苦労さん、というても、大して何もせなんだようやけど．o

局長：何もさせなかったのじゃないですか、変な会則つくって。ても、正直いうと、卒業して

ほっとしました。や？と会長の．． 下から逃げ出せますからね。

紐：これから大変やぞ。．．像護者がおらんようになるからな。

局長：保護なんか全然してくれなかったやないですか。それにしても、編集局長の後任はどう

するんですか。

会長：「編集子」の昇格でどうや。

局長：あいつにつとまるとは思えんけど、ほかにいませんしねえ。

会長：君でもつとまったんやからいけるよ。

＜編集子＞

というわけで、私が局長に就任しました。よろしく。
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「8本生物学会訪J 第1~1 0号 総 目 次

足立興ー ：生物の歴史が忘れられたとき 一 綿ふき病の示すも．の: • 3号： 8 1 ~85 

(1978)
.

. 
総会、そのほか 7号：2 1 9~2 2 3 (1· 9 7 9) 

亜無比有馬：カエルのぼやき 7号：21 6~218(1979) 
S名i恐るぺき人間集団の魔性(1) 5号：14 4~146 (1979) 

同 · . (2) 5号：14 7~140(1919)

奥野良之助：魚 陸に 上る(1) 2号：60~6 7 (1 9 7 8)
同 (2) 3号：86~98 -c1 ·.9 7 8) 
同 (3) 4号：11 2~120 (1978) 
同 ． （4) 6号：200~211 {1979)

同 (5) 8号：267~272.(1980)
同 (6) 9号：297~317 (1980) 
同 •(7) 1.0号：327~340 (1981) 

：書評・マンダニ薯「反 ｀＇人口抑制の論理＂ 」 3号：10 4~1 0 6 

(1 9 7 8) 
：ホンソメワケベラのミミクリー、ニセグロスジギンポの行動 6号：

200~21 1 (1979) 
：書評「われら生涯ヒラ教員」西沢紀生繍著 7号224~233 (1979) 
：書評「原発死」松本直治蕃 7号：234~2·3 7 (1 9 7 9) 

：日本生態学会主催シンポジウム「自然と人類文明の共存は可能か」傍聴記

8号：2·49~2 5 3 (1 9 8 0) 

：環境庁・公害研究所 見学記 8号：262~266(1·980) 

大0教授：アルコ ー ル自動車について 9号：296(1980)

蝶霙・雲： ＂手記” ある生惹学徒の堕落(1)
同 (2) ・

同 ． （3)

3号： 99~1,o 3 (1 9 7 8) 
4号： 1 33~•� 4 0 (1 9 7 8) 

5号： 1 95 7~168(19 79) 

加藤喜代治：日常生活と政治一ー政治へのかかわり10号：34 1~353 (1_981) 

倉淵真悟：ナミウズムシの地理的隔離による変具 1号：1~ 1 0 (1 9 7 7)

小〇助教授：雷の所有檜 1 0号：354~355(1981} 

さいとうしげる：データ偽造事件 2号：41~4 2 (1 9 7 8) 

沢田精ー ：SP盤を聞いて現在のステレオIごついて思うこと 1 0号：‘323~326

(1981) 

ザンクトTU．：書評「生態学入門」臭野良之助薯 5号：1 7 t ~173 (1979) 
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自然原人：「非自然保護論」を切る 2号：54~5 9,¥ (1 9, 7 8) 
チ ピ：書評「ダー ウイン再考」マクベス著 2号：68~7 0 (1 9 7 8) 
ー一ー：書評「わが輩は犬のごときものである」なだいなだ著 5号：l 6 9~1 7 0 

(l 9 1 9)
チー フテンMK:人間の滋性{ 2) 8号：258~261 (1980) 
魚太郎：大学とのかかわり 5号：1 5 1~152(1979) 
野 良：哲学雑話(1)

(2) 
(3) 
(4) 

ーーー：大学学 (1) 

1号： 32~ 33 (1977) 
2号：43 ~ 4 5 (1 9 7 8).... 
5号：1 5 3~156 (1979) 
6号：1 8 1~185 (1979) 

2号： 46~53 (1978) 
•(2) 4号：1 2 1~1 3 3 (1 9 7 8) 

ーーー：金沢大学だより ー 4年生の1年 3号：7 8 (1 9 7 8)
腹立益数：無断転載·- 1号：30~31 (1977) 

半仙半魚：偏見と独断(1) 2号： 37~.3 8. (1 9 7 8) 
(2) ·2号： 39~4 0 (1 9 7 8)
(3) 3号： 73~77 (1 9 7 8}
(4) 4号：1 0 9~1 1 1 (1 9 7 8)

.(5 >
° 

5号：1 4 1~1 4 3 (1 9.7り）

(6) 1 0号：3 2 1~322(1981)

フエリス・エレガンス：東 京 で 9号：2 85~295 (1980)
ミス ・ コメット：居候ネコの話 8号：254~257 (1.980)

宮前俊ー ：認識が構成されると
．

．．き現われる先見的直観の起原について 1号：1 1~29 

横町の隠居：古い博物屋のポヤキ 3号：79~8 0 (1 9 7 8) 
黄泉の国の土民：ケチをつける 6号：·r·11~180 (1979) 

ヨミ・ピトシラズ：雨ニモマケズ 4号1 1 1 (1 9 7 8)
レオバルト・2 :人間の腱性(1). 7号：2 1 3~215(1979)

360 

(1977) 



当会会員 足立興ー氏 が、昨年8月、亡くなられました。

こ命稽をお祈りしたいと思います。
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